






援を行っている精神保健福祉士であり , 活動の趣旨に賛同した４名で 2011 年に「精神障害




























改正により要保護児童対策地域協議会（以下 , 要対協）が新設され , 要保護児童の支援機関
の連携体制の強化や虐待を行った養育者に対する親子の再統合の促進が期待された。その
後 , 2008 年に厚生労働省による「児童虐待を行った保護者に対する援助ガイドライン」が
策定され , 同時期に家族再統合プログラムが児童相談所で実施されるようになった。また ,
産褥期における精神疾患の課題が顕著となってきたことを背景に , 2014 年に日本周産期メ
ンタルヘルス学会が設立され , 毎年 , 精神科学 , 産婦人科学 , 看護学といった多角的な観点か
ら学術集会が開催されている。
このように , 精神障害のある本人の出産や子育て支援 , 周産期支援 , 児童虐待等の養育者
支援に関する研究の蓄積や法制度の整備が図られつつあるものの , 精神障害のある親の子育
て支援に関する課題は未だ顕著な状況にある。たとえば ,2017 年 12 月に公表された厚生労
働省の「社会的養護の現状について」では , 新規措置理由別児童者数における「養護問題」





要素を析出することにある。方法は文献レビューであり , 論文の選出方法は CiNii （Citation 
Information by National institute of informatics and J-Dream Ⅲ（Japanese databases））を
使用し , 検索語を「精神障害」「育児」「子育て」「親」「メンタルヘルス」の組み合わせで行った。




もに , 精神障害者を対象とした訪問看護ステーションの数が徐々に増加し , 2008 年には全事
業所数 1105 か所のうち 47.7％とほぼ半数を占めたことからも（厚生労働省，2009）, 検索
期間の起点を 2008 年とした。
論文の取り込み基準として , 精神障害のある本人の親（役割）支援 , 精神障害のある本人
の子育てに関するものを設定した。その結果, 164件がヒットし,その内訳は「精神障害・育児」
8 件 ,「精神障害・子育て」9 件 ,「精神障害・親」93 件 ,「メンタルヘルス・親・精神」54 件だっ
た。次に , 除外基準に関して , 精神障害者本人の親に関するもの , 具体的な支援内容が記述
されていないもの , 著者名に親の字が含まれるものを設定した。その結果 , 該当する論文は
101精神障害のある親とその子どもの生活支援に関する文献レビュー
49 件だった。この 49 件のうち , 子どものライフステージを考慮し , 周産期から乳幼児期と





本調査において ,「精神障害のある親の子育て支援」に関する対象文献は 26 件である。
効果的な援助要素の抽出に際して , 支援対象や内容に着目し ,「子どもへの支援」は 8 件 ,「精
神障害のある本人への親支援」は 11 件 ,「親と子どもの支援者や支援体制」の 7 件に分類
した（表１）。
電子データーベース　（CiNii）　「精神障害のある親の子育て支援」
キーワードによるスクリーニング	 n ＝ 164（重複論文 22）
  ・精神障害・育児
 ↓　  ・精神障害・子育て
  ・精神障害・親
  ・メンタルヘルス・親・精神
　　　　除外された論文		 n ＝ 93
  ・精神障害者の親に関するもの
 ↓　  ・具体的な支援内容の記述がないもの
  ・著者名に親の字が含まれるもの
本文スクリーニング	 	 n ＝ 49
 ↓
　　　　除外された論文		 n ＝ 23
 ↓　 ・周産期から乳幼児期に関するもの
該当論文	 	 n ＝ 26
 ↓









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































主に子どもへの支援に関する 8 の論文は , 不安障害などの精神障害のある親やメンタル
ヘルス問題のある親の子どもを対象としており , その年齢は概ね 18 歳までである。子ども
へのインタビュー調査（森田，2010a）, 事例研究（田野中・遠藤・永井 他，2016：森田，
2010a）, 教職員向けのアンケート調査（森田，2016）, 子どもの集いの参加者へのアンケー
ト調査（土田・長江・服部 他，2011）により , 精神障害のある親と暮らす子どもの生活実
態の把握や子どものニーズの明確化を目的とする論文がみられた。
まず , 子どもの生活実態として , 次の四点が明らかになった。第一は , 子どもは親の精神
症状に対応しながら , 家事やきょうだいの世話を担うことで , 学校を欠席したり , 遅刻せざ







して , 日常生活上の経験の中で , 子どもは「普通」の親を期待し要求する局面から , あきら
める局面 , できない状態にある親の現状を認める局面という親に対する認識の変容がみられ
た（森田 , 2010a）。







さらに , 諸外国の取り組みの紹介によると , 英国では介護を担う子どもの規模や実態
の把握を行い , 子どもの権利の明確化とその実現に向けた施策として , 子どもにアセス
メント請求権や介護給付権が保障されている（森田，2013）。ドイツでは , 支援者同士
の連携と交流を目的とした「精神疾患のある親の子ども達」協同体（BAG ＝ Bundes 
Arbeitsgemeinschaft “Kinder Psychisch Klanker Eltern”）が 2001 年に設立され , 年に 1 回
の頻度で交流集会が開催されている。また , CHIMPS（Children of mentally ill parents）プ
ログラムという , 先述した子どもへの親の疾患の説明や親子が日常生活の中で問題や感情を




























児童福祉領域の機関や施設及び家庭支援専門相談員（FSW：Family Social Worker）, 子ど
も虐待に関連する要対協とその児童相談担当者があげられている。














効果的な援助要素として , 次の三点がある。第一に , メンタルヘルスに課題のある親とそ
の子どもの生活支援を目指したアセスメントや機関間連携に関する研修の実施（松宮・八








文のうち , 子どもが学童期以降にある論文 26 件を分析対象とした。そして , 効果的な援助
要素の抽出に際して , 支援対象や内容別に着目し , 精神障害のある本人への親支援 , その子







健福祉士は生活者の視点に基づき , 生活の全体性の観点からのアプローチ（辻本・栄・榎原 
他，2016）やアウトリーチによる分野横断的で切れ目のない継続的な生活支援が求められ
る。しかし , 本人自身がトラウマ体験や精神障害者に対するスティグマがあると , 子育ての
困難感があっても自ら援助を求めない傾向がある。実際に , 要対協で取り上げる事例には精
神科医療や障害福祉制度を利用していないケースが少なくなかった。本人の援助希求行動
がなければ , 子育てに関するニーズの顕在化は困難となり , そのことが本人の生活環境や支










て支援のネットワークの形成が期待される。また , 沖縄県糸満市では（山城，2018）, 精神










方で , 病気を抱えた親と家族 , 子どもの支援を掲げた NPO 法人ぷるすあるはによる「子ど
も情報ステーション」のサイトが開設されるなど（NPO 法人 ぷるすあるは）, 同様の経験
がある子ども同士のピアサポートやその支援ネットワークの形成が具現化されている。ま
た , 亀岡が「精神科通院患者に子どもがいた場合 , 子どもを含む家族全体を精神保健の視点
から評価し , 必要であれば地域の支援機関との連携を働きかける姿勢が求められる」（亀岡，
2008）と指摘するように , 精神保健福祉士は精神障害のある本人の出会いはその子どもとの
出会いであるという認識のもと , 子どものライフステージを考慮して , 親の精神障害に対す
る正しい知識の説明とともに , ピアグループに関する情報提供や必要に応じて児童福祉機関
につなげる支援が必要である。













的な協議の場が必要と言える。第三は , 既存のサービスや法制度の不備に対して , 実践を支
える法制度の創設である。児童福祉機関と精神保健福祉機関におけるソーシャルワーク専








れた知見は , 限定された論文の分析にすぎない。今後 , 2019 年以降の文献も確認しながら ,
複数のデーターベースによる検索をもとに精神障害のある親とその子どもの生活支援に役
立つ示唆を得るようにしたい。
今後の課題として , 本研究では「精神障害のある親の子育て支援」をテーマとし , 子ども
の年齢を学童期以降とした。近年では , 薬物療法が必要な精神障害者の妊娠や出産時におけ
る薬物投与や病状管理に対する支援方法が報告されており（伊藤・村島，2016）,「親にな
る」支援もみられるようになった。また , 文献レビューを通じて ,「精神障害」という概念
が「障害」「疾患」「パーソナリティー」にまたがる広義の概念として用いられており（松宮，
2012：2016）, 精神保健（メンタルヘルス）の課題を抱える人々の子育て支援も必要視され
てきている。今後は , これらの指摘をもとにした , 子育て支援における効果的な援助要素の
文献整理も必要と言える。
　
謝辞：本研究において有益な知見をいただきました著者の皆様 , 並びに , カンガルーの会の
榎原紀子様 , 小野史絵様 , 玉岡枝里子様 , 平田はる奈様に心よりお礼を申し上げます。
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Literature Review on Life Support for Parents with Mental 
Disorders and Their Children
SAKAE Setsuko
TSUJIMOTO Naoko
This study reviewed life support for parents with mental disorders and their children. It 
aimed to obtain reliable knowledge to develop effective life support for them in Japan.
We used Citation Information by the National Institute of Informatics and J-Dream III 
(Japanese databases) to gather data from 2008 to 2018. The literature during this period 
identified 26 original articles as subjects for analysis out of 241 related articles.
The results were classified into the following categories: childcare and support for children, 
support for parents with mental disorders, and supporters and support systems.
The keywords for effective support are introduction to family psychoeducation and self-
help groups for children, comprehensive assessment and outreach throughout life, 
collaboration between child welfare agencies and mental health agencies，and placement of 
social work professionals in child welfare agencies.
